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          午前 ９時３０分 開  議 

○議長（伊藤順男）  おはようございます。 

 ただいまから、本日の会議を開きます。 

 出席議員は22名であります。出席議員は定足数に達しております。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（伊藤順男）  それでは、本日の議事に入ります。 

 この際、お諮りいたします。 

 本日、議案の追加提出がありましたので、議会運営委員会を開催し、本日の日程を配

付のとおり定めましたが、これに御異議ありませんか。 

          【「異議なし」と呼ぶ者あり】 

○議長（伊藤順男）  御異議なしと認めます。 

 よって本日の議事は、日程第３号をもって進めます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（伊藤順男）  日程第１、昨日に引き続き、一般質問を行います。 

 なお、毎回のお願いですが、答弁に対する再質問の際は、項目番号、項目名を明確に

告げて、簡潔な発言に配慮していただきたいと思います。 

 11番甫仮貴子さんの発言を許します。11番甫仮貴子さん。 

          【１１番（甫仮貴子議員）登壇】 

○１１番（甫仮貴子）  おはようございます。このたび、高志会に所属させていただきま

した甫仮貴子でございます。 

 ただいま、議長よりお許しをいただきましたので、初めての一般質問をさせていただ

きます。 

 質問に先立ち、さきに行われました由利本荘市議会議員選挙におきまして、多くの市

民の皆様から御信任をいただき、この神聖なる場に立たせていただきましたことに心よ

り感謝申し上げます。選挙戦の中で掲げてまいりました、市民の皆様の声をよく聞き、

みんなの想いを一歩前へ進めるべく、諸課題に全力で取り組み、市民の皆様の負託にお

応えしてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 また、長期にわたるコロナ禍の中で御苦労されておられる全ての皆様にお見舞い申し

上げますとともに、医療体制の充実、ワクチン接種等で御尽力くださっておられます医

療従事者並びに関係者の皆様に、衷心より御礼申し上げます。 

 それでは、質問に入ります。 

 本日は、大項目２点についてお伺いいたします。 
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 初めに、大項目１、高齢者保健福祉について、中項目（１）高齢者保健福祉計画につ

いてお伺いいたします。 

 このたび、総務省で発表しました2020年国勢調査の確定値によりますと、2020年10月

１日現在の秋田県の人口に占める65歳以上の高齢者の割合、すなわち高齢化率でありま

すが、前回比3.7ポイント増の37.5％で、2010年、2015年の国勢調査に続き、過去３回

連続で全国最高であります。 

 また、その一方、15歳未満の年少人口の割合は9.7％で全国最低となり、少子高齢化

がさらに進んでいるということが浮き彫りになった形でございます。 

 人生100年時代と言われ、平均寿命も男女ともに年々延びていることは大変喜ばしい

ことではありますが、長生きで、かつ健康であることが多くの皆様が最も理想とされる

ことではないでしょうか。 

 秋田県では、地域の活力を維持していくために、健康寿命と平均寿命の差を縮めるこ

とが重要とし、秋田県健康づくり県民運動推進協議会を立ち上げ、官民挙げて健康寿命

日本一を目指し、取り組んでおります。 

 本市におきましても、老人福祉法で策定が義務づけられております高齢者保健福祉計

画に基づき、地域住民が健康で安心して、心豊かに暮らせる社会の形成を目指し、健康

寿命の延伸に資する介護予防及び高齢者が介護や療養が必要になっても、自らの能力を

最大限に生かし、生きがいと尊厳を持って主体的に暮らせる地域づくりを本計画に沿い

進めていることと思います。 

 その計画の推進には、明確な目標とロードマップを定め、管理し、次期計画につなげ

ていくことが望ましいと思われます。 

 また、３年間の本計画の期間中に目標値の途中経過の検証や達成度についての定期的

な進捗状況の確認をすることも、推進には不可欠と思われます。 

 第７期高齢者保健福祉計画の策定・推進の経過から、このたびの第８期計画の策定に

至るまでに、どのような分析、検証がなされたかをお伺いいたします。 

 また、高齢者保健福祉計画の策定には、多職種の医療専門職、例えば、医師・歯科医

師・薬剤師等と福祉専門職が参画し、それぞれの専門的かつ多角的な視点により検討さ

れることが望ましいと思われます。 

 本市では、福祉専門職は多数関わっているものの、委嘱の委員の中では、医療専門職

は医師１名のみとなっております。 

 この構成では、様々な医療専門職からの多角的視点に欠けるのではないかと思われま

すが、選任の経緯と構成員の組成について、市はどのように考えていらっしゃるのか、

見解をお伺いいたします。 

 続いて、大項目１、中項目（２）地域包括ケアシステムについてお伺いいたします。 

 厚生労働省によると、我が国は急速な少子高齢化が進展し、2025年には全ての団塊の

世代が75歳以上となり、４人に１人が後期高齢者という時代を迎えると言われておりま

す。また、2040年には団塊ジュニア世代が65歳以上となるため、高齢化率が35.3％と見

込まれております。 

 特に秋田県においては全国でも突出した高齢化が進んでおり、由利本荘市の高齢化率

は令和２年の時点で37.17％となり、全国平均を上回る急速なスピードで少子高齢化が
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進んでおります。 

 同時に、年間出生数の減少や生産年齢人口の増加が見込めない状況が続く中で、高齢

者がいつまでも住み慣れたまちで自立して暮らすための地域包括ケアシステムの積極的

推進と機能的運用が急務とされております。 

 地域包括ケアシステムとは、地域の実情に応じ、高齢者が可能な限り住み慣れた地域

で、その有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことができるよう、医療・介護・

介護予防・住まい及び自立した日常生活の支援が包括的に確保される体制と定義されて

おります。 

 今、日本は、過去に類を見ない少子高齢化社会を迎え、介護問題や社会保障費用の増

加と相まって、生産年齢人口の労働力、税の負担増の懸念など、深刻な課題を呈してお

ります。 

 高齢化率の高い本市でも、喫緊の課題として明確な目標値を持ち、ＰＤＣＡサイクル

を活用し、取り組み、推進すべきであると思われます。 

 また、地域力の活性化や強化も大事なポイントとなってくると思われます。地域のボ

ランティア団体、老人クラブ、民生委員などの協力を得て、最初こそ行政が積極的に後

押しをして、住民主体の共助の仕組みにつながるような支援が必要かと思われます。 

 そのために、市民の各種団体の連携や橋渡しということも行政のできる重要な役割で

はないでしょうか。 

 また、例えばですが、県で創設している健康づくり地域マスターなど、地域の社会資

源を存分に活用し、健康づくり、閉じ籠もり防止等、共助の仕組みが持続して取り組ま

れるよう、全市を挙げ、積極的に推進していかなくてはならないと思われます。 

 そこで、地域包括ケアシステムについて、現在、どのような取組がなされているか、

また、今後の展望についてお伺いいたします。 

 大項目１、中項目（３）自立支援型地域ケア会議について。 

 自立支援型地域ケア会議とは、ケアマネジャーの資質の向上と高齢期の課題解決や自

立支援の促進を目指し、医療、介護、福祉専門職が協働し、個別ケースの支援内容を検

討するものでございます。個別の課題検討を積み重ねることにより、地域課題の把握に

もつながるという利点がございます。 

 平成29年の介護保険法の改正を踏まえた検討の中でも、高齢者の自立支援と介護予防

の堅持が必要とされ、運動・口腔・栄養等の専門的知識を持つ職種からの専門的かつ自

立支援に資する具体的な助言を得ながら、自立支援型地域ケア会議を推進していくこと

が望ましいとされております。 

 こうした自立支援型地域ケア会議の推進が必要と思われますが、本市では必要性も含

めて検討しておられるものでしょうか。お伺いいたします。 

 続きまして、大項目２、子宮頸がんワクチンについて、中項目（１）未接種者への定

期予防接種に準じた接種機会の確保について。 

 国立がん研究センターによると、国内では年間およそ１万1,000人の女性が子宮頸

がんに罹患し、2,800人余りの方がお亡くなりになられ、近年、漸増傾向にあると言わ

れております。 

 特に20代から30代に増加しており、40代頃にピークを迎え、若い女性や子育て世代の
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女性が罹患し、妊娠能力や命を失うことは大変深刻な問題として捉えられます。 

 原因となるヒトパピローマウイルスは、性交渉の経験がある人の50％から80％が一度

は感染すると言われております。その場合でも、ほとんどは自然に消滅しますが、時に

感染が持続することがあり、数年から十数年かけてがんが進行していくと言われており

ます。 

 この子宮頸がんですが、ワクチン接種により感染を防ぐことが可能な疾患ということ

が分かってきており、子宮頸がんワクチン、ＨＰＶワクチンの接種により、発症を50％

から70％防ぐとも言われております。 

 ＷＨＯによると、現にＨＰＶワクチン接種を積極的推奨しているオーストラリア、イ

ギリス、アメリカ、北欧諸国では、ＨＰＶ感染や前がん病変の発生が有意に低下してお

り、ワクチン接種と定期検診を適切に行うことで、今世紀中に罹患者がほぼいなくなる

との試算がされております。 

 定期予防接種は、予防接種法で、有効性が高いため、無料で打てるようにしますと定

められた予防接種のことですが、ＨＰＶワクチンのほかにも、ＢＣＧや四種混合ワク

チンなどがございます。 

 現在、定期接種としてのＨＰＶワクチンについては、小学６年生から高校１年生まで

の女子が対象とされております。 

 しかし、以前、ＨＰＶワクチン接種による副反応が報道され、厚生労働省が積極的呼

びかけを中止した時期があり、その時期の対象年齢である2000年生まれ、2001年生まれ

以降の接種率は非常に低く、勧奨中止前に70％以上あった接種率は１％に満たないほど

に激減したという経緯がございます。 

 冒頭でも述べましたように、子宮頸がんは、ワクチン接種によりかなりの割合の罹患

を防げる疾患でございます。しかしながら、この積極的勧奨を中止した時期の子供を持

つ親にしますと、当時、あれだけ副反応がセンセーショナルに報道され、子宮頸がんワ

クチンは怖いものというイメージが根強く刷り込まれております。 

 ですが、最近の新聞など、報道にもあったように、今までの研究の積み重ねとワク

チン接種によるベネフィットを鑑み、厚生労働省専門部会では、接種機会を逃した世代

も含め、積極的勧奨にかじを切る方向を示しております。 

 その際には、ＨＰＶワクチンを無償で接種する機会をつくるだけでなく、ワクチン接

種による利益と副作用の可能性などによる不利益などを丁寧に御説明する必要があると

思われます。 

 もちろん、接種する、しないは、最終的には個々の判断となりますが、市としては、

正しく判断するための情報提供をしていくことが望ましいと思われます。 

 今後、入進学や移動のシーズンを迎えますが、迅速な情報提供とスピード感ある公費

負担による接種対応が望まれるところでございます。 

 ちなみに、青森県平川市では、子宮頸がんワクチン接種キャッチアップ事業として、

市内在住の17歳から19歳の女性を対象に、希望者に対し、今年度内に接種した分に限り

ワクチン接種費用を助成するという事業を行い、大変好評を得ているとのことです。 

 そこで、本市の定期接種を逃してしまった世代の救済と対応についてお伺いいたした

いと思います。対象年齢と今後のスケジュールについて、また、その対象となる年代が
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既に自己負担にて接種済みあるいは接種途中の場合、費用補償等の可否についてお伺い

いたします。 

 大項目２、中項目（２）定期予防接種対象年齢以降の希望者への接種費用の助成につ

いてお伺いいたします。 

 さきにもお話ししましたように、ＨＰＶワクチンの接種は、性的接触未経験の時期が

望ましいとされておりますが、未接種の45歳までの女性であれば、ある一定の予防効果

は期待されると、日本産科婦人科学会では見解を述べております。 

 以前、本市においても、当該年代の女性の希望者にワクチン接種費用の一部助成を

行っていたようでございますが、定期予防接種対象年齢以降の希望者にも一定の助成な

どの支援があってもよいと考えますが、市の御見解をお伺いしたいと思います。 

 以上、大項目２点について御質問いたします。御答弁のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

          【１１番（甫仮貴子議員）質問席へ】 

○議長（伊藤順男）  当局の答弁を求めます。湊市長。 

          【湊貴信市長 登壇】 

○市長（湊貴信）  おはようございます。 

 それでは、甫仮貴子議員の御質問にお答えいたします。 

 初めに、１、高齢者保健福祉についての（１）高齢者保健福祉計画についてにお答え

いたします。 

 本市では、令和２年度に由利本荘市高齢者保健福祉計画策定委員会を設置し、令和３

年度から５年度までの３か年を計画期間とした第８期高齢者保健福祉計画を策定いたし

ました。 

 策定に当たっては、第７期計画の目標値に対する進捗状況や達成状況の評価、検証を

行い、その結果、新たな課題や現状を踏まえた内容の見直しを行ったところでありま

す。 

 策定委員会における委員の構成は、設置要綱により、保健・福祉・医療等の関係機関

並びに団体からの推薦を受けた者及び公募者となっており、15名の方に委嘱をいたしま

した。そのうち、医療分野からの委員の委嘱は１名となっております。 

 この計画では、主に保健・福祉・医療の連携、協力体制の構築について示しており、

計画策定の趣旨に沿った委員を委嘱しているところでありますが、今後は、さらなる医

療と介護の連携や健康寿命の延伸を図るため、より多角的な視点から計画の策定が行え

るよう、委員の構成について検討してまいります。 

 次に、（２）地域包括ケアシステムについてにお答えいたします。 

 少子高齢化が進む中で、本市におきましても、高齢者が住み慣れた地域で安心して過

ごすことができるように、第８期由利本荘市高齢者保健福祉計画にそれぞれの事業ごと

の目標値を定め、包括的かつ継続的な支援を行う地域包括ケアシステムの推進に取り

組んでおります。 

 地域包括ケアシステムの構築に当たっては、住民ニーズの把握と地域課題の抽出を目

的として、高齢者を対象に介護予防・日常生活圏域ニーズ調査を定期的に実施してお

り、介護予防のための活動の場やボランティア活動の参加状況等、前回の調査結果と比
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較し、事業の実施効果の検証や改善を行うなど、ＰＤＣＡサイクルに従って必要な基盤

整備に取り組んでおります。 

 また、高齢者の在宅生活を支えるため、各地域に生活支援等の体制整備に向けた調整

役として生活支援コーディネーターを配置しており、支援を必要とする方のニーズの把

握や地域資源とのマッチング、ボランティア団体など、他関係機関との連携や協働によ

る取組を行っております。 

 その中では高齢者自身にも、家事の援助等、地域の生活支援の担い手として活動して

いただき、介護予防や健康寿命の延伸につなげております。 

 地域包括ケアシステムの深化・推進につきましては、由利本荘市総合計画「新創造ビ

ジョン」の重点化プロジェクトにも位置づけており、今後さらに、医療・介護・予防・

住まい・生活支援を、一体的に切れ目なく提供できる支援体制の強化に努めてまいりま

す。 

 次に、（３）自立支援型地域ケア会議についてにお答えいたします。 

 自立支援型地域ケア会議は、専門的知識を持った職種によるケアプランの検証を基

に、高齢者の生活課題の改善などを検討する会議であり、高齢者の生活や介護サービス

の質の向上を目的とした会議となっております。 

 一方、市では介護保険法に基づき地域ケア会議を毎月開催しており、多職種を構成員

として高齢者が抱える様々な課題解決を図るほか、介護支援専門員のケアマネジメント

の実践力の向上や検討された支援策を地域づくりにつなげていくことを目的としており

ます。 

 課題を抱える高齢者の支援についての、この２つの会議の大きな違いは、ケアプラン

の検証に基づいた支援策を検討するか否かという点にありますが、地域ケア会議に自立

支援型地域ケア会議の機能を持たせることが、より効果的な支援の強化につながるもの

と考えられます。 

 このことから、現在の地域ケア会議に専門的知識を持つ職種の構成員を加え、ケアプ

ランの検証に基づく支援策を協議案件に加えるなど、自立支援型地域ケア会議の機能を

併せ持つ地域ケア会議の在り方について検討してまいります。 

 次に、２、子宮頸がんワクチンについての（１）未接種者への定期予防接種に準じた

接種機会の確保についてにお答えいたします。 

 厚生労働省では、平成25年６月より積極的勧奨を差し控えておりましたが、市では、

由利本荘医師会の御指導と御協力の下、令和元年度に、定期接種の対象年齢である高校

１年生に対し、また、令和２年度からは中学校１年から３年生も加え、定期接種である

ことやワクチンの有効性などについて、個別に通知をしております。 

 令和２年度の接種者数は延べで565人となり、令和元年度と比較し、336人の増となり

ました。 

 市では、接種機会を逃した平成12年度から17年度生まれの６学年の方への対応につい

て検討しておりましたが、今般、費用助成について由利本荘医師会から要望があり、協

議を進めてきたところであります。 

 しかしながら、現在、厚生労働省の予防接種ワクチン分科会で、無料で接種が受けら

れるよう、来年度からの実施を視野に議論が開始されております。 
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 今後の分科会での議論などを注視し、方針が決まりましたら、接種済みの方も含め、

当市の対応を改めて検討してまいりたいと考えております。 

 次に、（２）定期予防接種対象年齢以降の希望者への接種費用の助成についてにお答

えいたします。 

 子宮頸がん予防には、ＨＰＶ感染予防として、ワクチンを接種する１次予防と、検診

によりスクリーニングする２次予防があります。 

 市では、子宮頸がんワクチンの定期予防接種対象年齢以降の希望者には、独自で20歳

から39歳までと40歳代偶数年齢の希望者にがん検診と並行してＨＰＶ検査を実施してい

ることから、現状では定期予防接種年齢対象外の方への接種費用の助成は考えておりま

せん。 

 今後も、有効な接種時期とされる子宮頸がんワクチンの定期予防接種とＨＰＶ検査を

継続してまいりますので、御理解をお願いいたします。 

 以上であります。 

○議長（伊藤順男）  11番甫仮貴子さん、再質問ありませんか。 

○１１番（甫仮貴子）  丁寧な御答弁をいただき、ありがとうございました。 

 幾つかについて再質問させていただきます。 

 大項目１、高齢者保健福祉について、中項目（１）高齢者保健福祉計画について、先

ほど市長からお話しいただきましたように、進捗や評価や検証がしっかりなされている

ということですけれども、そうした部分も市民に見えるようにホームページなどで御案

内いただけると、なお、よろしいのかなと思います。 

 次に……。 

○議長（伊藤順男）  甫仮さん、一問一答ですから、１つずつ。 

○１１番（甫仮貴子）  はい。お伺いいたします。 

○議長（伊藤順男）  湊市長。 

○市長（湊貴信）  ただいまの甫仮議員の御質問にお答えいたします。 

 今御指摘のように、できるだけ市民の皆さんにいろいろな委嘱の状況であったり、活

動内容であったり、広く知っていただけるような方法、例えばホームページであった

り、ほかの媒体であったり、少し研究して皆さんに知らせるようにしていきたいと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（伊藤順男）  11番甫仮貴子さん。 

○１１番（甫仮貴子）  次に、計画策定委員の選定について市長からお話しありましたよ

うに、医療職について、さらに多くの関係医療職を入れてくださるというお話でござい

ましたが、保健・介護職の人も大事だと思うんですけれども、ぜひ、医療に関する職種

の人たち、歯科関係の歯科医師などを入れてくださいますといいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○議長（伊藤順男）  湊市長。 

○市長（湊貴信）  ただいまの御質問にお答えします。 

 先ほど答弁いたしましたとおり、今後、その構成員についても検討してまいりたいと

思っておりますので、検討をさせていただくということでよろしくお願いします。 

○議長（伊藤順男）  11番甫仮貴子さん。 
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○１１番（甫仮貴子）  ありがとうございます。よろしくお願いいたします。 

 次に、大項目１、中項目（３）自立支援型地域ケア会議についてお伺いいたします。 

 自立支援型に向けた取組をしてくださるということでございますが、県内の他市町の

中でもそういった取組を推進している先進地域がございます。会議に専門職を入れ進め

ていただき、具体的な行動変容というか、自立支援や介護予防につながる自立支援型地

域ケア会議といった内容になるように進めていただくことをお願いしたいと思います。 

○議長（伊藤順男）  甫仮さん、質問ですか、お願いですか。どちらですか。 

○１１番（甫仮貴子）  お願いです。すみません。 

○議長（伊藤順男）  お願いということは、質問ではないということですか。 

○１１番（甫仮貴子）  質問でお願いします。 

○議長（伊藤順男）  湊市長。 

○市長（湊貴信）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 今行われている地域ケア会議の詳細といいますか、回数ですとか具体的なところは担

当部長より答弁させますけれども、おっしゃるとおり、地域ケア会議の役割を少し大き

くした自立支援型ということも大事だなと思っています。 

 ただ、一方で、今、厚い福祉ということを考えたときに、それとこの自立支援を促す

というあたりのバランスが非常に難しい部分もあるのかなという認識もしておりますの

で、その辺のことも研究しながらやっていきたいと思っていますが、現在、どのような

回数で行われているかについて、担当部長より答弁させます。 

○議長（伊藤順男）  三浦健康福祉部総合相談担当部長。 

○健康福祉部総合相談担当部長（三浦由美子）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 自立支援型地域ケア会議を県内で実施しているところは３か所あります。三種町と羽

後町と北秋田市の３か所でありまして、三種町では年４回、北秋田市では毎月の実施で

す。羽後町では毎年やっているわけではないという状況のようでした。 

 ただ、由利本荘市では今まで自立支援型地域ケア会議を実施しておらず、高齢者に

とってどういった形というよりも、今実施しているケースについて、それぞれの職種の

方々で検討しているという、今やっていることがいいのか、どうなのかということにつ

いて、まず検討している会議となっているんですけれども、専門職によって今計画され

ているケアプランを見直し、検討するということは、困っている高齢者の方々にとって

結構大事なことなんじゃないかなと考えまして、私たちのほうでは、今、そういう地域

ケア会議だけでやっていますけれども、例えば、毎月やっている会議の中で専門職の

方々を入れて、その中で自立支援型地域ケア会議というものの形を取った会議を開催で

きればいいのではないかなと考えているところであります。 

○議長（伊藤順男）  11番甫仮貴子さん。 

○１１番（甫仮貴子）  今の御答弁についてですけれども、秋田県で自立支援型地域ケア

会議をしている地域が３つというお話がございましたが、横手市や仙北市でもやってお

ります。というのは、私、歯科衛生士会の職能団体に所属しておりますけれども、派遣

させていただいております。そうしたように、県が積極的に進めているということもご

ざいますが、ほかにも様々な地域で取り組んでおります。なので、ぜひ本市でも自立支

援、すなわち介護度が上がらないように、結局は御高齢者本人の福祉の向上にもつなが
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ると思われますので、ぜひ推進していただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（伊藤順男）  三浦健康福祉部総合相談担当部長。 

○健康福祉部総合相談担当部長（三浦由美子）  現在、今の地域に住みたいけれども、支

援が分からず困っているような高齢者のために検討できるような会議として、今おっ

しゃられたような形での会議を開催してまいりたいと思います。 

○議長（伊藤順男）  11番甫仮貴子さん。 

○１１番（甫仮貴子）  先ほど質問の中でも簡単にお話しいたしましたが、2025年以降、

高齢化が進むということで、非常に様々な社会的問題が起こるのではないかと言われて

おりますが、もっと細かくお話ししますと、2025年以降、医療介護人材の高齢化や不足

が出てくる。2030年以降、団塊世代のフレイル、虚弱化の進展が進む。2035年以降、団

塊世代が85歳以上で大量みとりが起こる。2040年頃、団塊ジュニア、非正規労働者が多

い世代でもある人たちが後期高齢者となるということで、非常に人ごとではない問題が

起きてくると思われます。 

 ですので、こうした取組、介護予防やそうした地域づくりの取組は一朝一夕ではでき

るものではございません。今、そんな早い時期ではございませんが、今からどんどん積

極的に、10年、20年先を見据えた行動をしていかなければならないと思います。 

 もちろん、これは行政だけの責任ではなく、介護保険法の中に地方公共団体の責務と

記されておりますが、同時に国民、いわゆる私たち市民の努力及び義務もあると言われ

ております。ですので、ぜひ積極的に取り入れ、進めていただきたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

○議長（伊藤順男）  湊市長。 

○市長（湊貴信）  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 甫仮議員は、いろいろと先ほども御自身でお話ありましたとおり、医療福祉について

はかなり精通されておられる方ですので、貴重な御意見ということで取り入れさせてい

ただきたいと思います。 

 現在、市では、地域ケア会議を毎月開催しておりまして、そこに、先ほど答弁でも述

べましたが、自立支援型のケア会議という要素を含めたケア会議もこれから取り組んで

いきたいと思いますし、先ほど御指摘がありました将来を見据えたということも、これ

は大変大事な視点だと認識しておりますので、そこもしっかりと受け止めて進めてまい

りたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（伊藤順男）  11番甫仮貴子さん。 

○１１番（甫仮貴子）  ありがとうございました。 

 では、大項目２、子宮頸がんワクチンについて、中項目（１）未接種者への定期予防

接種に準じた接種機会の確保についてお伺いいたします。 

 先ほどの市長の御答弁では、国の方針に従い進めていくということでございました

が、先ほどもお話ししたように、今、人が動く時期でもございます。進学や就職などで

他県・他市に移動する方もいらっしゃると思いますが、そうした方たちは４月以降にな

ると対象にならないということも考えられますが、そこら辺について御対応はできない

ということでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（伊藤順男）  湊市長。 
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○市長（湊貴信）  今の詳細については健康福祉部長より答弁させますが、先ほど答弁し

たように、市では平成12年度から17年度生まれの６学年の方に対して、ぜひやるという

方向で検討をしていたところ、国のほうでも今考えるということがあったものですか

ら、そちらの状況も見ないとなということで、今、国の状況を見ているという段になっ

たということであります。 

 先ほどの質問の詳細については、健康福祉部長から答弁させます。 

○議長（伊藤順男）  大平健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大平久美子）  ただいまの甫仮議員の再質問にお答えいたします。 

 今、市長が答弁いたしましたとおりでございますけれども、我々のほうでもこのこと

に関しまして問題意識を持ちまして協議を進めてきたところであり、早速取り組もうと

していたところではあったんですが、今、国のほうでこのような動きがあります。これ

から国のほうでも対象をどうするか今後詰めていく予定となっております。その対象か

らどのような年代の方が外れるかということは、今後の進捗状況を注視していくところ

ではございますが、なるだけ皆さんに予防接種を受けていただけるように、こちらのほ

うとしましても前向きに考えていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤順男）  11番甫仮貴子さん。 

○１１番（甫仮貴子）  ありがとうございます。では、国の動きを注視し、由利本荘市で

も迅速に対応していただけるようにお願いいたします。 

 次に、大項目２、中項目（２）定期予防接種対象年齢以降の希望者への接種費用の助

成についてお伺いいたします。 

 先ほど市長の御答弁では、当該年代について、ＨＰＶ検査をしているということで、

ワクチン助成はなさらないというお話だったと思いますが、ワクチン助成はしないとい

うことでよろしかったでしょうか。 

○議長（伊藤順男）  湊市長。 

○市長（湊貴信）  ただいまの御質問に健康福祉部長より答弁させます。 

○議長（伊藤順男）  大平健康福祉部長。 

○健康福祉部長（大平久美子）  ただいまの甫仮議員の再質問にお答えいたします。 

 このワクチン接種につきましては、年齢が高くなると予防効果が下がることが研究で

分かっております。このことからも、本市といたしましては、２次予防として検診によ

るスクリーニングのほうに重きを置いて実施していきたいと考えているところでありま

す。 

 好発年齢であります20歳から39歳までと40歳代偶数年齢の方々に、先ほど市長も答弁

いたしておりますとおり、ＨＰＶ検査を実施しまして、ハイリスクとなるヒトパピロー

マウイルスに感染していないかどうかを見て、経過観察し、がん化しないようにしてい

くというところに、予防接種とは別の段階で観察して、がん患者が発生しないように努

力していきたいと考えているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（伊藤順男）  11番甫仮貴子さん。 

○１１番（甫仮貴子）  ありがとうございました。では、ぜひそうした２次予防の推進を
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つなげていっていただきたいと思います。 

 大変御丁寧な御答弁をいただき、ありがとうございました。数々の不手際がございま

して、大変申し訳ございませんでした。 

 以上、一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（伊藤順男）  以上で、11番甫仮貴子さんの一般質問を終了いたします。 

 この際、10時35分まで休憩をいたします。 

          午前１０時２２分 休  憩 

……………………………………………………………………………………………………… 

          午前１０時３４分 再  開 

○議長（伊藤順男）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 ６番正木修一さんの発言を許します。６番正木修一さん。 

          【６番（正木修一議員）登壇】 

○６番（正木修一）  新しい会派サキホコレの正木修一です。由利本荘市が、そして市民

の皆さんが日々輝き満開に咲き誇れるように、今後も市民生活向上のために頑張ってい

きますので、サキホコレ、よろしくお願いいたします。 

 議長より発言の許しをいただきましたので、通告順に従い、大項目５件につきまして

質問させていただきます。 

 コロナワクチン接種が順調に進み、全国でも感染者が少なくなってきています。医療

関係者の皆様、市職員の献身的な御貢献に対しまして、感謝と敬意を表したいと思いま

す。 

 10月１日の緊急事態宣言解除によって、少しずつにぎわいも戻ってきてはいますが、

これまでの生活を取り戻すまでには、まだまだ時間が必要と感じます。感染が沈静化し

て活気ある日々になるように願っています。 

 この秋、秋田県では、新品種ブランド米サキホコレがプレデビューし、話題になって

いますが、米価の下落によって農家の元気がなくなってきており、今後の対策に期待し

ているところです。 

 初めに、米価下落に対する施策について質問させていただきます。 

 大項目１、米価下落対策について、中項目（１）米価下落が地域経済に及ぼす影響に

ついてお伺いいたします。 

 本市の基幹産業である農業は、稲作を中心とした経営体が多く、米への依存度が非常

に高い農家が多いのが現状です。今年の収穫期を迎えた９月、ＪＡが示した集荷時に支

払う米概算金は、農家が想定した金額をも下回り、収穫が始まる中、今後の農業経営を

どうするかなど、思案しながらの収穫作業となりました。 

 大幅な収入減少が確定し、収穫後の精算となる生産資材費や秋口より日々高騰する燃

料費など経費も増え、支払いの重なる年末をどのように乗り切るか、心配が尽きない農

家の声が大きくなっています。 

 また、借入れ農地の小作料支払いや来年に向けての農事計画をどうしようかとの心配

も重なっています。米価の下落は過去にもあり、その都度、農家は負けずに、先祖代々

の田んぼを休耕田にしたくない、地域を守っていきたいとの思いで、資金の借入れや機
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械更新の先延ばし、コスト削減などぎりぎり切り詰め、これからよくなるとの一心で乗

り越えてきました。 

 米価の低迷は、稲作農家への影響にとどまらず、関連業種も含めると大きな影響があ

り、農業者だけでなくさらには地域社会、地方経済の悪化につながっていきます。 

 11月の臨時会では、米価下落に伴い、秋田しんせい農協が創設する対策資金の一部を

支援する補正予算案、農業経営緊急対策資金利子補給事業が可決されました。これは融

資への利子補給で、当面の運転資金を借り入れる農家への対策として必要ですが、来年

度以降の農業経営を見据えての支援策も打ち出すべきと考えます。市は、米価の下落幅

が大きい状況をどのように捉えているのか、お伺いいたします。 

 また、農家の疲弊は地域経済へも大きく影響します。持続可能な営農への相談窓口を

ＪＡと共に設け、対応してもらえたらと思います。市の考えをお伺いいたします。 

 中項目（２）今後の支援策についてお伺いいたします。 

 農家の努力により、令和３年産主食用米の作付面積は、生産の目安を達成したもの

の、人口減少及び食生活の多様化による米消費の減少や、コロナ禍により中食・外食産

業向けの業務用米の需要が低迷し、巣籠もり需要を見込んだ個人消費も伸びず、米消費

は大きく落ち込みました。 

 米の在庫が増え、全国では米余りになり、先ほども述べましたが、ＪＡの概算金は前

年より大幅に下落し、農家の経営環境は大変厳しい状況となっています。 

 景観形成や水害防止、水源涵養など、水田が果たす多面的な役割については、国民の

理解が深まり、農家も農業の持つ多面的機能維持に努めてきましたが、今年の収入減少

という厳しい現実を前に、継続的な農業に不安を感じ、離農を考えている農家も見られ

ます。米価の下落により収入減少となっている主食用米の生産者に対して、持続可能な

経営支援も考えてもらいたいと思います。 

 補正予算で行ってもらった融資への無利子化は大きな助けとなっていますが、今後

は、既存資金の償還猶予に係る金融機関への要請、再生産に向けた支援策など、国・県

と一体となって取り組んでいただきたいと思います。 

 また、農家の生産意欲減退を抑制し、生産農家の経営安定につなげていただくために

も、緊急的に支援金を給付するなどの対策も考えていただきたいと思います。農家の生

産意欲と経営安定に対しての支援を期待しています。 

 農業政策については、国の施策待ちですが、市が直接・間接的な支援策を考えている

のか、お伺いいたします。 

 大項目２、市道、林道管理についてお伺いいたします。 

 由利本荘市と鹿角市を結ぶ国道341号の岩城地域内の整備も進んでいますが、高尾山

ルートなどがあり、国の道の国道ではなく、酷い道の酷道とも言われています。そんな

広大な面積を有する本市では、市道、林道の本数、管理距離も長く、所管部署の建設

部、農林水産部の日々の努力も察するところです。 

 市道、市管理林道については、所管部署によりパトロールを行って日々の状況を確認

していると思います。市民の皆さんの生活道路や避難路または迂回路に位置づけられて

いる道路もあり、特に道路の穴やひび割れ、倒木、落石などでの通行の妨げ、適期での

草刈りが進まず、スムーズな通行ができない箇所も見られます。 
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 特に草刈り業務は毎年のように、各総合支所の建設課、産業課より業務発注され作業

が行われていますが、適期での作業が行われていない箇所も見受けられます。 

 通行量の少ない道路でも、通勤として頻繁に通行している方も多く、特に市道・林道

の草刈りの時期が遅れますと、草が道路に覆いかぶさり、道幅が狭くなり視界不良を招

くほか、草が車に当たり、損傷の原因ともなっているようです。市民の皆さんの身近な

問題となっており、早期の事業発注やパトロールの強化など、対策が求められていま

す。 

 道路の穴やひび割れ、土砂や落石などには都度対応されているようですが、草刈りに

ついては、通行量の少ない市道は、町内会への委託などが多く、林道などは業者への委

託と認識していますが、発注時期が遅いのか、町内会、業者の作業が間に合わないの

か、適期での作業が遅れている箇所も見られます。所管部署で状況を把握されていると

は思いますが、改善策をお伺いいたします。 

 大項目３、由利本荘市沖洋上風力発電事業者決定後の取組について、中項目（１）事

業着工に伴う市の対応についてお伺いいたします。 

 複数の事業者が応札を望んでいる由利本荘市沖洋上風力発電事業ですが、11月頃には

事業者が決定され公表の予定でしたが、まだ公表されていません。受注を目指す事業者

へのヒアリングも完了しておらず、選定が年明け前後にずれ込むとの見方も広がってい

ます。 

 洋上風力発電整備を優先的に進める促進区域は、発電拠点及び産業拠点の形成を目指

しての事業となります。事業者決定後の工程は、大まかに分けると基礎工事、風車設置

工事、電気工事と進んでいくようです。 

 風車建設に不安を持たれている市民の皆さんも多く、例えば建設開始時のくい打設音

をはじめとした騒音への心配、建設工期の情報公開はどのようにされるのか、工事の遅

延などの連絡など、不安を持たれている皆さんはささいな情報も求めています。 

 工事の期間、概略、進捗状況の把握や市民への情報公開など、大規模な工事になるか

らこそ、事業者との連携が重要になってくると思います。発生する事象の説明、発生時

の対処など、建設前後の市民の皆さんへの対応も重要と考えます。 

 これまで市は、事業者の責任で対応する事案は事業者が、市が相談窓口などで市民の

声を聴いて対応していく事案などは市が、それぞれに責任を持って対応していくとして

います。今後、様々な事案が発生した場合、市と事業者との緊密な情報交換や対応策な

ど連携を取って対処していかないと、市民の皆さんの不安、不信感が増していきます。 

 工事開始前後からの情報の公開、市民生活への影響があった場合の市の対応など、市

の役割も大きくなりますが、事業者責任で対応させるのではなく、連携して対応してい

くべきと考えます。市の考えをお伺いいたします。 

 中項目（２）地域活性化につながる貢献策についてお伺いいたします。 

 国は、2050年カーボンニュートラルの実現に向けては、再生可能エネルギーを最大限

導入することが急務であり、特に洋上風力発電は、大量導入の可能性、コスト低減効果

や経済波及効果の大きさの観点から、再生可能エネルギーの主力電源化の柱と考えてい

ます。 

 由利本荘市沖洋上風力発電事業者の選定も遅れていますが、間もなく決定され事業が
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前進していきます。私たちも事業決定に伴い、再生可能エネルギーへの理解を深め、事

業メリットを享受できるようにしなければなりません。 

 事業者が、建設時に地元事業者に対して附帯設備工事の発注や、漁業振興につながる

工法の工夫などでの漁業環境の向上や、風車建設・メンテナンス時の警戒船としての漁

船の活用、事業者との共同事業の提案、風車建設に関する製造・物流・メンテナンス関

連産業を誘致し、地域産業として育成していくなど、様々な地域活性化につながる方策

があります。また、風力発電と再生可能エネルギー施設と合わせた産業観光など、観光

面からの活性化も期待されます。 

 洋上風力発電事業に関する地域貢献策のアイデアは、今後、市に活性化をもたらすこ

とができるかの大きな試金石となります。まだまだ検討段階の事案であると思います

が、様々な選択肢がある中で、どのような構想を持っているのか。また、事業者決定

後、事業者が提案する貢献策について話し合われていくと思いますが、貢献策はどのよ

うな方向性を持って進めていく考えなのか、お伺いいたします。 

 大項目４、町内会要望事項への対応について、中項目（１）要望事項への回答につい

てお伺いいたします。 

 住みよい地域づくりを目指し、市などと協力しながら、その地域内に生ずる様々な問

題に対処するために、毎年各町内会から要望書を提出してもらい、計画的に事案に対し

て対応していくために、地域からの現状を吸い上げています。 

 しかし、何年も継続との回答や実施は厳しい状況との回答も多くあり、市民の皆さん

からも予算がつかないことへの不満が聞かれます。 

 町内会要望への対応については、これまでも一般質問にて取り上げられていますが、

ずばり実施は不可能との回答は出しにくいのか、継続とか実施は厳しい状況との回答の

ため、町内会でも根気強く要望をし続けているのが現状です。 

 要望事項の中でも道路改良や側溝整備、河川改修などインフラ整備に関する割合は非

常に高く、防犯、交通安全に関わる要望が続いています。また、要望内容によっては、

今後町内会で解決すべき課題であったり、工事内容が多額の予算が必要だったりする要

望など、実施が厳しい事案も見受けられます。 

 市は、要望の進捗状況や実現のめどなどについて、より具体的な回答に努めるととも

に、軽微な予算での要望事項や緊急性のある要望などは、早期に予算づけして問題解決

を図ってもらいたいと思います。 

 厳しい財政状況と理解していますが、要望に対しての回答を的確にしていただき、10

年以上も継続との回答ではなく、今後の道筋を説明して理解してもらうべきと考えま

す。市の考えをお伺いいたします。 

 中項目（２）情報共有できる環境整備についてお伺いいたします。 

 ナイスアリーナの完成、ＪＲ羽後本荘駅の新駅舎完成、そして今、停車場栄町線の工

事が急ピッチで進められています。そのような光景とは裏腹に、町内会の要望事項に対

しては、継続や厳しい状況との回答が多くあり、市民の皆さんからも予算がつかないこ

とへの不満が聞かれます。 

 様々な財源での工事のため、予算配分での考えも変わりますが、市民の皆さんの声は

理解していただきたいと思います。すぐに実施できないとの回答に対しても、例年同様



- 96 - 

の要望が提出され、地域の課題解決の手段として機能していないケースもあるようで

す。市としても、町内会要望への回答方法について、改めて考え直す必要があるのでは

と考えます。 

 これまで町内会要望においては、町内会へ説明をしてその年度の要望への回答として

いますが、今後、ホームページなどで要望事項を見える化し、市から町内会要望に関す

る情報を発信し、市民と市が情報を共有することが、地域の課題解決を前進させること

につながっていくと考えます。 

 また、緊急性や実施目安といった情報を回答と併せて記載することで、他町内会要望

との比較ができ、自分たちの要望がどの程度現実的な要望であるか確認することができ

ると思います。市の考えをお伺いいたします。 

 大項目５、スクールバス乗車範囲についてお伺いいたします。 

 本市では、学校統合や路線バスの廃止などで、スクールバスの運行が始まり、児童生

徒の安全な通学に大きく寄与しています。 

 全国では毎年のように、児童生徒が被害者となる事件や事故が発生しています。犯罪

を含む身の回りの事件、交通事故などが発生する中で、子供たちの安全を守ることの重

要性が一層高まっています。 

 スクールバス通学以外の児童生徒の毎日の光景ですが、大きなランドセルを背負った

子供たちが、高学年の児童に挟まれ、黙々と歩いていました。列の前後には、子供見守

り隊の皆さんが周囲を気にしながら安全確保をしてくれており、地域で子供たちの安全

確保を担ってくれています。 

 全国では、見守り活動を含めた防犯ボランティア活動者数は年々減少しており、市内

の子供見守り隊の平均年齢も高くなっており、年々一緒に歩いていくのが容易でなく

なってきている、これまで見守ってきたけど、足腰が弱くなり見守られる側になってき

ているとのボランティアの寂しい声も聞かれます。 

 学校統合でのスクールバス乗車範囲は、従来の路線バスへの補助地域を基に決められ

ています。今後、児童生徒数の減少が進み、乗車範囲でない地域で低学年児童だけに

なってしまう場合も出てきます。スクールバス乗車範囲以外でも、通行路線において

は、登下校の安全確保の観点から柔軟な対応が望まれています。 

 市のこれまでのスクールバスの趣旨、公正性、平等性からの観点など、これまでの御

答弁は十分承知していますが、今後、少子化や地域の状況など想定される事案に対して

柔軟な対応も必要と考えます。市の考えをお伺いいたします。 

 以上、大項目５件について質問させていただきました。御答弁よろしくお願いいたし

ます。 

          【６番（正木修一議員）質問席へ】 

○議長（伊藤順男）  当局の答弁を求めます。湊市長。 

          【湊貴信市長 登壇】 

○市長（湊貴信）  それでは、正木修一議員の御質問にお答えいたします。 

 初めに、１、米価下落対策についての（１）米価下落が地域経済に及ぼす影響につい

てにお答えいたします。 

 昨日の佐々木隆一議員の御質問にお答えいたしましたとおり、本年産米の概算金下落



- 97 - 

は、農業経営ばかりでなく、地域経済にも影響を及ぼしているものと認識しておりま

す。 

 こうしたことから、市では、11月の市議会臨時会において、営農の継続に向けた農業

経営緊急対策資金利子補給事業と農業者省力化支援事業の２つの農家支援策を承認いた

だいたところであります。 

 今後とも、国や県の動向を注視しながら、再生産可能な農業につながる支援の在り方

について検討してまいります。 

 また、営農相談の窓口につきましては、これまでも市と農協がそれぞれの立場におい

て、農家からの様々な相談に応じておりますが、農協の相談専門部署である農業経営支

援室などとのさらなる連携を図りながら、農家支援に努めてまいります。 

 次に、（２）今後の支援策についてにお答えいたします。 

 御質問にありました既存資金の償還猶予につきましては、農協では、借入者個別の対

応として既に実施しているとのことであります。 

 また、再生産に向けた支援策や緊急的な支援金の給付などの今後の市の支援につきま

しては、先ほどの御質問でもお答えいたしましたとおり、国や県の動向を注視しなが

ら、再生産可能な農業につながる支援の在り方について検討してまいります。 

 次に、２、市道、林道管理についてにお答えいたします。 

 広大な面積を有する本市に張り巡らされた市道及び林道約2,410キロメートルの草刈

り業務を含む適切な維持管理につきましては、本市の大きな課題となっております。 

 これまで草刈り業務は、時期やルートを調整しながら、経済的かつ効率的な作業に努

め、道路パトロールや市民からの連絡による対応も行ってきているところであります

が、今後は業務の早期発注や路線ごとの実情に合わせた作業時期を再確認するなど、適

切で迅速な草刈り実施により、通行の安全確保に努めてまいります。 

 次に、３、由利本荘市沖洋上風力発電事業者決定後の取組についての（１）事業着工

に伴う市の対応についてにお答えいたします。 

 本市沖の洋上風力発電事業につきましては、国による事業者の公募が今年５月27日で

締め切られており、国や第三者委員会による審査や評価を経て、近く事業者が選定され

るものと考えております。 

 国内初の大規模洋上プロジェクトとなることから、期待や不安など様々な声が寄せら

れておりますが、秋田港や能代港の洋上風力基礎工事で発生した打設音については、音

の大きさだけではなく、何の音か分からないことによる問合せも多く寄せられたと伺っ

ており、工事内容の周知など、情報発信の必要性を改めて認識しているところでありま

す。 

 市といたしましては、本市沖の洋上風力発電事業は、民間の事業活動でありますの

で、事業者に対し、市民への正確で迅速な情報提供をお願いしていくほか、不安や疑問

の声が寄せられた場合などは、事業者と連携を図りながら、速やかに対応できる体制を

構築してまいります。 

 次に、（２）地域活性化につながる貢献策についてにお答えいたします。 

 国は、今年10月に地球温暖化対策計画の改定と第６次エネルギー基本計画を閣議決定

し、これからの地球温暖化対策やエネルギー施策において、再エネの電源構成比率を
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2019年度の約18％から2030年度には約36％から38％を目指すとしております。 

 正木議員御指摘のとおり、今後、再エネの大量導入に伴い、いかに発電コストを下げ

て安定した電気を供給できるか、また、地元への経済波及効果などが重要な課題になる

ものと考えております。 

 市では、これまでも法定協議会や計画事業者向けの説明会等を通して、ローカルサプ

ライチェーンの構築を含め、建設工事やメンテナンス、またそれらに関わる従事者の宿

泊や飲食等、地元への経済波及効果が最大化されるよう要請してきているところであり

ます。 

 市といたしましては、事業者選定後に開催される法定協議会において、地元企業の参

入や出捐金の使途など、地域活性化につながる協議を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 また、国内初の大規模洋上風力発電事業に伴う視察や観光客の受入れ体制について

も、市商工会など関係団体の協力を得ながら取組を進めてまいります。 

 次に、４、町内会要望事項への対応についての（１）要望事項への回答についてと、

（２）情報共有できる環境整備については、関連がありますので一括してお答えいたし

ます。 

 町内会等の地域からの要望につきましては、その地域にお住まいの皆様の生活に密着

した切実な課題について、その解決を求め、毎年提出されているところであります。 

 もとより一つ一つの要望に対しては、できるだけ早期に実現できるよう取り組んでい

るところでありますが、厳しい財政状況の中で、全ての要望に添った対応がなかなかで

きていないのが実情となっております。 

 私は、これまでの役所的に、単にお金がないからできないとするのではなく、地域の

実情をしっかりと把握した上で、特に緊急性の高いものは、必要な予算措置を講じてま

いります。 

 しかしながら、全ての要望に直ちに応えることは難しいことも確かであり、なぜでき

ないのか、どうすればできるのか、別の方法で解決する道はないのかを市民の皆様と徹

底的に話し合うことを通して、様々な解決策を摸索していくことも大事であると考えて

おります。 

 また、いただいた要望に対しましては、より具体的に分かりやすく回答することを心

がけてまいりますが、例えば、地域において対応していただかなければならないものに

ついては、そのお願いをするなど、地域課題の解決につながる、より実効性のある要望

となるよう取り組んでまいります。 

 地域からの要望や、その回答内容につきましては、今年度より市ホームページにて公

表してまいります。 

 次に、５、スクールバス乗車範囲については、教育長からお答えいたします。 

 以上であります。 

○議長（伊藤順男）  秋山教育長。 

          【秋山正毅教育長 登壇】 

○教育長（秋山正毅）  正木修一議員の教育委員会関係の御質問、５、スクールバス乗車

範囲についてにお答えいたします。 
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 スクールバスの運行につきましては、国が定めている遠距離通学の基準に基づいて実

施しており、小学校においては、おおむね４キロメートル、中学校においては、６キロ

メートル以上の通学距離があり、路線バスなどの公共交通機関を利用できない児童生徒

となっております。 

 また、冬期間の降雪状況を勘案した冬期スクールバスの運行や学校の統廃合により通

学距離が延びた場合における通学支援としても、スクールバス運行の対象にしていると

ころであります。 

 なお、昨今の児童生徒をめぐる様々な犯罪や交通事故をはじめ、少子化や見守り隊の

高齢化などの地域事情により、保護者や地域の方々からのスクールバス要望も高まって

おります。また一方では、秋田県の子供たちの体力低下が懸念されていることや、通学

支援を行うためには、国からの財政支援が必要不可欠であるという市の現状もありま

す。 

 今後は、本荘地域の学校統合も控えておりますが、人口減少が年々進む中、児童生徒

を対象にしたスクールバスのみに限らず、市全体の地域交通に関する議論の中で、地域

の方々や保護者の意見なども踏まえながら、児童生徒の通学方法について総合的に検討

していかなければならないものと考えているところであります。 

 以上であります。 

○議長（伊藤順男）  ６番正木修一さん、再質問ありませんか。 

○６番（正木修一）  丁寧な御答弁ありがとうございました。 

 何点か再質問させていただきます。大項目１の米価下落対策についての（２）今後の

支援策について再質問させていただきます。 

 確かに昨日、佐々木議員への答弁にもありましたけども、最終的には国・県の動向で

支援が決まるというような御答弁でなかったかなと思います。ただ、お金を使わなくて

も支援できるというか、先ほど市長が答弁されましたけども、資金繰りが困っている人

の償還を延ばすとか、いろんな方策をＪＡでもやっているというお話でしたけども、や

はりなかなかそういうお願いをしても、実現できないというのがこの借入れのお金であ

りまして、農業者がお金がないと地域経済にお金が回らないというのが結構あるので、

もう少し柔軟な融資といいますか、そういうのも必要ではないかと思います。 

 それに対しまして、今回秋田しんせい農協が創設した利子補給の事業でありますけど

も、もう少し償還期限が長い借入れに対する利子補給とか、そういうのも必要ではない

かなと思いますけど、いかがでしょうか。 

○議長（伊藤順男）  湊市長。 

○市長（湊貴信）  ただいまの正木議員の御質問にお答えいたします。 

 詳細については、農林水産部長より答弁させますけれども、先ほども、昨日の佐々木

隆一議員にも同様のお答えをさせていただきましたが、今回の米価下落というのは、農

業経営だけではなくて、地域経済に大きな影響があるということは、私も認識をしてい

るところであります。 

 一方で、今、正木議員おっしゃるとおり、例えば、融資についても借りるということ

は、いずれ返さないといけないわけでありまして、長期的な視点に立ってみたときに

は、またいろんな支援策というのは考えないといけないんだろうなというようなことも
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考えています。 

 今、国や県でも様々な支援策について検討しているということでありますし、私ども

も市長会等々を通じて要望も出させていただいておりますので、それらの回答もじきに

出るものと思っていますので、それらと併せて検討してまいることと考えておるところ

であります。 

 詳細につきましては、農林水産部長より答弁させます。 

○議長（伊藤順男）  今野農林水産部長。 

○農林水産部長（今野政幸）  正木修一議員の再質問にお答えいたします。 

 融資制度の長いものについての検討というお尋ねだったと思いますが、11月臨時会で

御承認いただきました融資の利子補給についてでございますけども、これにつきまして

は10月１日に農協のほうから、５年程度で償還できるものについてぜひ応援してほしい

という要望に基づいてやったものでございます。現場を知る農協のほうから提案された

ものでございますので、その期間が適切なものであるのではないかと市でも認識してお

りまして、農協にも再度、この利用状況について確認いたしましたところ、89件の相談

が寄せられており、既に51件対応しているという情報もありますので、御理解をお願い

したいと思います。 

○議長（伊藤順男）  ６番正木修一さん。 

○６番（正木修一）  ありがとうございます。利子補給事業で大変助かっている農家さん

もおられますので、今後ともよろしくお願いしたいと思います。 

 ただ、経営安定対策の中でセーフティネットがあるわけですけども、そのセーフティ

ネットに入っている農家と入っていない農家。要するにセーフティネットの要件を満た

さない農家といいますか、そういう農家さんも戸数にすると半分ぐらいいると思うんで

す。収入減少影響緩和交付金というのがあるんですけども、それに入っている農家、そ

れから収入保険に入っている農家と、それから何も入っていない農家さんがいらっしゃ

るわけです。今、セーフティネットに入っている農家は、来年に向けてある程度の補痾

金が来るわけでありますので、何とか大丈夫かなという観点でいるんですけれども、や

はりセーフティネットに加入していない、要件を満たさない農家さんは、やめるかとい

うような声も多くあります。そこら辺の吸い上げといいますか、市はどのように現状を

把握しているのかお伺いしたいと思います。 

○議長（伊藤順男）  今野農林水産部長。 

○農林水産部長（今野政幸）  ただいまの正木修一議員の再質問にお答えいたします。 

 ナラシ対策あるいは収入保険への加入状況ということでございますけども、事前通告

がありませんでしたので、詳しくはお話しできませんけども、基本的にナラシ対策の部

分については認定農業者という要件があります。その要件に当てはまらない場合は、集

落営農組織に加入して対応するということでありますので、経営規模が小さくても、そ

ういうところに入ることによって、ナラシ対策の対応はできるものでございます。 

 そしてまた、収入保険につきましては、ハードルが一段上になるという認識でおりま

す。認定農業者の方々も青色申告を行うよう、計画を策定しているところでございます

けども、なかなかそちらのほうには移行し切れていないと認識しておりまして、おおむ

ね本市の場合はそうした形で対応しているものと認識しているところでございます。 
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○議長（伊藤順男）  ６番正木修一さん。 

○６番（正木修一）  ありがとうございます。とりあえずセーフティネットに加入してい

ない農家さんも結構いるので、そういう農家さんへの配慮などもやはりお願いしたいな

と思います。 

 先ほど御答弁いただきましたけども、市の支援は、まず先ほどの２件で、利子補給と

省力化支援事業ということですけども、せめて先ほど申し上げましたセーフティネット

に加入されていない農家などは、今年をいえば20％ぐらい減収しているわけですので、

せめて再生産に係る種子の補助とか、そういうようなことも今後検討していってもらい

たいと思いますけども、そういうようなお考えは持っていないのか、そこら辺お伺いし

たいと思います。 

○議長（伊藤順男）  湊市長。 

○市長（湊貴信）  ただいまの再質問にお答えいたします。 

 繰り返しの答弁になってしまうかも分かりませんけども、国・県の動向、また農協

等々の関係機関とも今連携をいろいろ図らせていただいておりますので、その辺との調

整を図りながら検討してまいりたいと思っております。よろしくお願いします。 

○議長（伊藤順男）  ６番正木修一さん。 

○６番（正木修一）  ありがとうございます。市のほうも最大限、下落については懸念を

持って対応してくださるというようなことだと思いますので、今後とも１次産業の大切

な部分を何とか保護していってもらいたい、支援していってもらいたいと思います。 

 それでは、大項目３の（１）事業着工に伴う市の対応についてお伺いしたいと思いま

す。 

 私は秋田港とか能代港のくい打設音でのトラブルとか、それから潟上市の陸上風力発

電での電波障害のトラブルとか、そういうことで市民の皆さんが一番初めに問合せに来

るのは、新聞社とか報道とかじゃなくて、やはり市のほうに来ると思うんですよね。そ

こら辺を事業者で対応、それから市は市民から聞いて事業者に対応させるというような

方法では、なかなかこの大きな事業では大きな問題となっていくんじゃないかと懸念し

ております。先ほど、今までのとおり、事業者で対応することは事業者というような御

答弁だったと思いますけども、そこら辺もう一度お願いしたいと思います。 

○議長（伊藤順男）  湊市長。 

○市長（湊貴信）  ただいまの再質問にお答えいたします。 

 詳細については、市民生活部長より答弁させますが、正木議員おっしゃるとおり、私

も大変気になっておりますし、答弁の中でもお話しさせていただきましたが、基本的に

は民間の事業者がやる事業であるということはありますが、とはいっても市が全く関与

しないということは考えておりませんで、今回もいろいろな苦情等々について、速やか

に対応できる体制を整えていきたいといったようなことも考えております。市民の皆

さんの不安ですとか、また、打設音については、工事ですので無音でというわけには多

分いかないだろうと、大小だとかは別として、やっぱり音が出るものだろうなと。なの

で、そういったものは事前に、いつどのような工程でという辺りを、どこまで周知でき

るかという辺りも大変大事なことだと思いますので、その辺についてはしっかりと対応

してまいりたいと考えております。 
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 詳細については、市民生活部長のほうから答弁させます。 

○議長（伊藤順男）  齋藤市民生活部長。 

○市民生活部長（齋藤喜紀）  正木議員の再質問にお答えいたします。 

 まさに今市長が答弁したとおりというところでございますが、市が一切関与しないと

いうわけではございませんし、どういったところについて市が関与すべきかというとこ

ろを今具体的に申し上げるわけにはいきませんが、いずれ選定事業者が決まりまして、

こういった情報は市からも発信するべきだと、そういう情報がありましたら、市として

も連携して発信していくのが適切な対応ではないかと考えているところでございます。 

○議長（伊藤順男）  ６番正木修一さん。 

○６番（正木修一）  ありがとうございました。この問題については、やはり不安を持た

れている方々は、ここまで市がやらないのかというような感じでいると思いますので、

情報公開などどのようにしていくのかというようなことも、これからも考えていってい

ただきたいと思います。地域の皆さんが、この事業が来て最終的にはよかったなと言わ

れるような形に持っていくためにも、やはり最初が肝心だと思いますので、私は事業者

は事業者、市は市というような考えは捨てて、今事業者が決定するわけですけども、十

分な話合いを持って、情報公開をどのようにするかなど検討していってもらいたいと思

いますけども、市長いかがですか。 

○議長（伊藤順男）  湊市長。 

○市長（湊貴信）  まさに御指摘のとおり、心配される気持ちもそのとおりだと思います

ので、今の御指摘も含めて検討してまいりたいと思います。 

○議長（伊藤順男）  ６番正木修一さん。 

○６番（正木修一）  ありがとうございました。この件については、何とか不安を持って

いる皆さんを中心に情報の発信、それから不安要素の払拭をお願いしたいと思います。 

 続きまして、大項目４の町内会要望事項への対応についてでありますけども、本当に

これまでにない、こういう回答がいただけるとは思っていませんでしたので、びっくり

しました。市長の市民生活がいちばんとの思いが伝わってきた御答弁だったなと今感じ

ております。 

 やはり要望事項の見える化というのは、市民の皆さんも、それから他町内会の皆さん

もほかの地域と比べることもできるので、いいことだなと思います。早速、情報公開し

てくれるということですので、期待したいと思います。 

 ただ、一つだけ、今市長も丁寧に、いろんな町内会のお話を聞いて対応していくとい

うような答弁でしたけども、財源がないので、あまり、これもやります、あれもやりま

すということはできないと思いますけども、来年度予算には少しはこの予算を盛り込ん

だんでしょうか。そこら辺お伺いします。 

○議長（伊藤順男）  湊市長。 

○市長（湊貴信）  ただいまの再質問にお答えいたします。 

 今、要望活動の時期ということもあるのか、いろいろなところから様々な要望をいた

だいておりまして、なかなかできなくてというのは、大変心苦しい中でもそう言わざる

を得ないといいますか、理解していただかないといけないことがあって、そういった面

でお話をさせていただいているところであります。 
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 ただ、先ほども答弁いたしましたけども、必要なところにはしっかりと予算を取るこ

とは大事なことだと思っています。これから精査をしてまいりますけれども、来年度予

算には少しいろんなところを盛り込めるようにという思いで予算組みも進めておるとこ

ろでありますので、できる限り要望に応えられるように努力していきたいと思っている

ところであります。 

○議長（伊藤順男）  ６番正木修一さん。 

○６番（正木修一）  本当に今までの町内会要望はいつもずっと継続か、なかなか厳しい

という答えばっかりだったなと思っていたのが、今日は市長より前向きな御答弁をいた

だきましたので、何とか地域の問題解決に御尽力いただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

 大項目５のスクールバス乗車範囲についてお伺いします。 

 スクールバスの運行につきましては、十分理解しておりますけども、やはり地域に

よっては、この子一人乗せることできるんじゃないかという場面が結構聞かれますの

で、しゃくし定規じゃなくて、地域の実情に合った運行をしていただきたいなと思いま

すけども、教育長はどのような考えか教えてください。 

○議長（伊藤順男）  秋山教育長。 

○教育長（秋山正毅）  正木議員の再質問にお答えいたします。 

 私も学校在職中にはスクールバスを運行している学校に何校か勤務しまして、その登

校指導や下校指導のときに、一生懸命歩いている子供の横を空席のある通学のスクール

バスが通ったりしたときには、乗せたいなというのが正直な気持ちだったと思います。

保護者の皆様や地域の皆様から、そういうような御要望があることも重々承知しており

ます。あくまで私たちが遠距離通学に対する支援としてのスクールバスや定期券の補助

などをしているのは、国の制度設計の枠組みの中でやっているものでありまして、その

枠の中で柔軟に対応できるところについては、できるだけ個別の案件として対応してお

りますけれども、その枠を超えたところに関しては、たまたま運行経路の子はよくて、

それと同じような距離でそうじゃない子はどうするのかというような公平性の観点から

も考えていかなければいけないと思います。そこ辺りも含めて、この枠を超えた子供た

ちの安全・安心とか、それから難儀さについては、やはり考え方が変わってきていて、

通学の困難さ以外の部分でどう担保していくかについて、改めて議論していくべきだと

考えています。 

 先ほど答弁で申し上げたとおり、小中学生だけに限らず、例えば高校生とか御老人の

方とかも含めて、地域交通の在り方の総合的な枠の中でそれらも検討していければと考

えておりますので、御理解をお願いいたします。 

○議長（伊藤順男）  ６番正木修一さん。 

○６番（正木修一）  教育長の心も今分かりましたので、ありがとうございます。今後、

地域の実情に合った運行を切に望みます。子供たちの安全・安心が一番でありますの

で、何とかそういう地域の実情を踏まえた運行をこれからもお願いしたいと思います。 

 以上で終わらせてもらいます。再質問への御対応、ありがとうございました。 

○議長（伊藤順男）  以上で、６番正木修一さんの一般質問を終了いたします。 

 以上をもって、一般質問を終わります。 
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癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（伊藤順男）  日程第２、これより提出議案に対する質疑を行います。 

 この際、議案第147号から議案第181号までの35件を一括議題として質疑を行います。 

 ただいままでのところ、質疑の通告はありません。質疑ありませんか。 

          【「なし」と呼ぶ者あり】 

○議長（伊藤順男）  質疑なしと認めます。よって、提出議案に対する質疑を終結いたし

ます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（伊藤順男）  日程第３、追加提出議案の説明並びに質疑を行います。 

 この際、議案第182号及び議案第183号の２件を一括上程し、市長の説明を求めます。

湊市長。 

          【湊貴信市長 登壇】 

○市長（湊貴信）  提出議案の説明に先立ちまして、諸般の報告を申し上げます。 

 先月発表されました国勢調査結果についてであります。 

 11月30日に、国より令和２年国勢調査の人口・世帯に関する人口等基本集計結果が発

表され、本市の人口は７万4,707人、前回調査から5,220人の減少となり、５年間の人口

減少率が6.53％と前回より拡大傾向にあることが見られ、今後も減少が続くことが避け

られない状況であります。 

 市といたしましては、一層の危機感を持った施策展開を図るため、この９月に由利本

荘市総合計画「新創造ビジョン」後期基本計画重点化プロジェクトを定め、未来のさら

なる飛躍を実現する６つの重点施策により、各施策を積極的に展開し、直面する人口減

少という課題克服を目指してまいります。 

 次に、新型コロナワクチン追加接種についてであります。 

 ３回目の追加接種は、２回目接種後から原則８か月を経過した方が対象となります。

医療従事者等の接種は、12月20日から開始の予定であり、接種券につきましては、今年

３月と４月に接種した方へは、12月６日に発送いたしました。また、５月に接種した方

へは、24日に発送を予定しております。 

 市民への接種につきましては、集団接種と個別接種の併用で実施する計画であり、令

和４年２月から開始できるよう、医師会等、関係機関と調整を図りながら準備を進めて

おりますが、接種券につきましては、１月中旬以降、順次発送する予定であります。 

 また、接種間隔につきましては、報道等で６か月に前倒しという情報もありますが、

今後も国からの情報に注視しながら、迅速に対応してまいります。 

 以上で報告を終わります。 

 それでは、追加提出議案について概要を御説明申し上げます。 

 本日、追加提出いたします案件は、補正予算２件であります。 

 議案第182号一般会計補正予算（第15号）でありますが、通常分の主な経費といたし

まして、民生費で福祉灯油購入費助成事業費を追加し、農林水産業費で漁港管理費を追

加するとともに、消防費で消防施設撤去移設事業費を追加いたします。 

 また、債務負担行為において、本荘由利総合運動公園陸上競技場走路等沈下改修事業

における令和４年度以降の経費を追加するものであります。 
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 次に、新型コロナウイルス感染症対策に係る経費といたしまして、民生費で子育て世

帯への臨時特別給付金を追加し、衛生費でＰＣＲ検査センター設置事業費を追加いたし

ます。 

 これらの財源といたしましては、国・県支出金及び市債を追加するとともに、一般財

源分を地方交付税で対応し、５億5,933万9,000円を追加いたしまして、補正後の予算総

額を485億2,102万6,000円にしようとするものであります。 

 次に、議案第183号介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）でありますが、予

備費を追加しようとするものであり、200万円を追加し、補正後の予算総額を4,750万

6,000円にしようとするものであります。 

 なお、補正予算の概要につきましては、お手元に配付しております補正予算概要を御

覧くださいますようお願いいたします。 

 以上が、本日追加提出いたします議案の概要でありますので、御審議の上、御決定く

ださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長（伊藤順男）  以上をもって、追加提出議案の説明を終わります。 

 これより、追加提出議案に対する質疑に入ります。 

 この際、本日追加提出されました議案第182号及び議案第183号の２件に対する質疑の

通告は、休憩中に議会事務局へ提出していただきます。 

 この際、暫時休憩いたします。 

          午前１１時４４分 休  憩 

……………………………………………………………………………………………………… 

          午前１１時４５分 再  開 

○議長（伊藤順男）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 これより、追加提出されました議案第182号及び議案第183号の２件を一括議題として

質疑を行います。 

 ただいままでのところ、質疑の通告はありません。質疑ありませんか。 

          【「なし」と呼ぶ者あり】 

○議長（伊藤順男）  質疑なしと認めます。よって、追加提出議案に対する質疑を終結い

たします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（伊藤順男）  日程第４、提出議案及び陳情の委員会付託を行います。 

 議案・陳情委員会付託表のとおり、各委員会に審査を付託いたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（伊藤順男）  日程第５、本荘由利広域市町村圏組合議会議員の補欠選挙を行いま

す。 

 去る11月22日付で、18番長沼久利さんより本荘由利広域市町村圏組合議会議員の辞職

願が提出され、これが許可されたことに伴い、同組合規約第５条第２項の規定により、

同議会議員の補欠選挙を行います。 

 この際、お諮りいたします。選挙の方法につきましては、投票による選挙を行わず、

地方自治法第118条第２項の規定により、指名推選といたしたいと思います。これに御
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異議ありませんか。 

          【「異議なし」と呼ぶ者あり】 

○議長（伊藤順男）  御異議なしと認めます。よって選挙の方法は、指名推選とすること

に決定いたしました。なお、その指名は議長にお任せ願いたいと思います。これに御異

議ありませんか。 

          【「異議なし」と呼ぶ者あり】 

○議長（伊藤順男）  御異議なしと認めます。よって、指名の方法については、議長にお

いて指名いたします。 

 本荘由利広域市町村圏組合議会議員に、４番松本学さんを指名いたします。ただいま

指名いたしました４番松本学さんを、当選人と決定して御異議ありませんか。 

          【「異議なし」と呼ぶ者あり】 

○議長（伊藤順男）  御異議なしと認めます。よって４番松本学さんが、本荘由利広域市

町村圏組合議会議員の当選人と決定いたしました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（伊藤順男）  以上をもって、本日の日程は終了いたしました。 

 明９日、10日は各常任委員会による議案審査のため休会、11日、12日は休日のため休

会、13日は各常任委員会による議案審査のため休会、14日から16日までは事務整理のた

め休会、17日午前10時より本会議を再開し、各常任委員会の審査報告、質疑、討論、採

決を行います。 

 また、討論の通告は、16日正午まで議会事務局に提出していただきます。 

 なお、限られた委員会の審査日程でありますので、各委員会審査には特段の御配慮を

お願いいたします。 

 本日はこれをもって散会いたします。 

 大変御苦労さまでした。 

          午前１１時４８分 散  会 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /00
    /GC-Special-Character
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


